
資料１

評価結果
（案）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
平均値
（参考）

評価のポイント、委員会確認事項
（評価できる項目、課題となる項目）

1
新カリキュラムの成果・問題点等の検証
を行い、次年度に生かす。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

2

学外から講師を招き、特別講義や講演を
行い、その成果、問題点等の検証を行
う。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

（Ｃ委員）
積極的に地域の人材を活用して授業、演習
を行ったことは評価できるが、2つの授業、
演習、前期・後期各1回ずつ計4回の授業
（？）で、30名以上の外部講師を招いたとあ
るが、どのように実施したのかが気になる。

3

共通教育科目の一層の充実を図る。

3 3 3 3 3 4 3 3.2
（Ｄ委員）
旧大学（成美大学）学生に対する教育充実
を図られたことは特筆すべき点であると思
われるため、評価を４とした。

4

但馬地方を対象とした講演会を開催す
る。

3 3 3 3 2 3 2.8

（Ｃ委員）
地域貢献としての活動であれば大きく評価
できるが、このことが学生の教養教育充実
にどの程度役立ったのかががわからない。
（Ｄ委員）
業務実績内容からすれば高い評価を付与
しても構わないと考えたが、年度計画にお
いて「講演会の開催」が目標となっており、
回数や動員などの数値目標がないため、自
己評価のとおりとした。

5
行政機関、企業、地域団体等と連携した
課外プログラムを実施する。 3 3 3 3 3 3 3 3.0 （Ｃ委員）

5件のプロジェクトの参加人員を知りたい。

6

就業体験を通じて社会を知るためのイン
ターンシップを実施、検証する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

（Ｃ委員）
京都インターンシップフェアへの参加で「一
定の有用性はあった」とあるが、どのような
有用性であったのか？
年度計画に数値目標を設定することはでき
なかったか？
（Ｄ委員）
取り組み自体は評価できるが、「検証する」
と目標で記載されていることに対し、「一定
の有用性はあった」と抽象的な評価内容に
なっているため、自己評価どおりとした。

7

平成28年度の検証結果を踏まえ、より充
実した地域協働型実践教育を実施する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0 （Ｃ委員）
報告会には地域の人々は参加したのか？

8

ワークショップ等のグループ学修を含
め、共感性を養いながら学生自らが主体
的に学修を進めるアクティブ・ラーニン
グを推進する。
予習・復習の習慣づけを継続する。

3 3 3 3 3 3 3.0
（Ｃ委員）
成果報告書をPDCAの観点からまとめたと
の記述があるが、どのようなものか？

9

シラバスに明示した各科目の概要及び到
達目標、成績評価の方法と基準に沿った
成績評価を行う。
また、成績評価が妥当であることを検証
する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

10

GPA（成績評価係数）による学業評価を
学生指導に役立てるとともに、GPAを活
用した履修制度を検討する。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

11

・新たなカリキュラム・ポリシーに基づいて作
成されたシラバスの検証を行う。
・各授業の到達目標、授業計画、成績評価
の方法と基準等を明確にする。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

12

ファカルティ・ディベロップメント
（FD）委員会を定期的に開催する（月１
〜２回程度）。 3 3 3 3 2 3 3 2.8

（Ｃ委員）
月1回の開催であれば、年間で12回ではな
いか？

13

アクティブラーニングやPBL、ルーブ
リック評価などについての研修会、勉強
会を実施する。（年３回程度）

3 3 3 3 4 3 3 3.2

（Ｃ委員）
年3回程度の目標が、実際には8回の実施
であったので、評価を上げても良いのでは
ないか？
各回の教員の参加人数はどのくらいか？
（Ｄ委員）
様々な取組が行われているが、参加者数
の記載や全学的な取組となっているかにつ
いての記載がないため、自己評価どおりと
した。
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評価結果
（案）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
平均値
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評価委員会委員評価
備考

14

授業評価アンケート及びそれに対する教
員側からのフィードバックを活用し、授
業内容・方法等の改善、向上を図る。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

（Ｃ委員）
アンケートを授業内容・方法の改善、向上
に役立てることができたかどうかの検証が
ない。

15

学生から評価の高い授業について、オー
プンキャンバス等において担当教員の模
擬授業を実施し、学外者からの意見を取
り込む。

学生から評価の高い授業について、教職
員による授業参観を行う。

2 2 2 2 2 2 2 2.0

（Ｃ委員）
学生の授業評価は、15回の授業を通しての
評価であるため、1回の授業（しかも通常の
授業よりも短い模擬授業）で、その授業の
本当に良いところは、何となく雰囲気はわ
かっても、その授業の作り込みの仕方まで
はわからない。
むしろ、全学のFD研究会などで、授業の工
夫内容等の話を聞く方が効果があると思
う。

16

公益財団法人大学基準協会による認証評
価を受審する。

4 4 4 4 4 3 4 3.8

（Ａ委員）
「適合」の認定を受けたことは、スタートに
立ったと思われる事項であり、より高みを目
指し努力いただきたい。
（Ｃ委員）
認証評価を受審し、以前の「不適合」から
「適合」の評価を受けたことは、大きなご努
力の賜物と評価することはできるが、冷静
に考えれば、当然のことでもあったと考えら
れる。
（Ｄ委員）
「不適合」の内容と、どのような取組により
「適合」の評価が得られたのかについて、具
体的な記載がない状況で評価４は付与でき
ない。

17

大学案内や学生募集要項、ホームページ
等を活用してアドミッション・ポリシー
の周知を図る。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

18

平成２９年度入学試験の結果を踏まえ、
地域に根ざした公立大学として、地域枠
（推薦入試）を含む入学者選抜方法を検
討、実施し、優秀で多様な人材の確保を
図る。

3 3 3 3 3 3 3.0

（Ｄ委員）
精力的な募集活動により、多数の志願者を
確保できたことは評価できるが、H31年度以
降の年度計画では、志願者数、志願倍率に
加え、地域別の入学者数等の目標設定を
お願いしたい。

19

「学力の三要素」を軸とした高大接続改
革の中で、とりわけ大学入学希望者学力
評価テスト（仮称）の具体化動向を把握
する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

20

地域に根ざした公立大学として、北近畿
地域を主とし、かつ全国の高校・予備校
等を視野に入れて、大学概要及び学生募
集情報を提供するため、各種受験媒体等
の効果的活用、オープンキャンパス等の
学生募集活動の充実に取り組む。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

（Ｃ委員）
現段階では余裕がないから仕方がないかも
しれないが、少なくとも三丹地域では、訪問
しない高校はないくらいにしてほしい。
（Ｄ委員）
教職員が協力して、延べ１,０００校近い高校
訪問を行った等の活動は評価できる。
平成３１年度計画では具体的な活動目標
（高校訪問数、エリア、SNS登録者数等）を
設定いただきたい。

21
新入生アンケートを実施し、その結果を
学生募集活動、広報活動に生かす。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

22

受験生、保護者、高校教員等への丁寧な
情報提供を継続的に実施する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

（Ｄ委員）
教職員が協力して、延べ１,０００校近い高校
訪問を行った等の活動は評価できる。
平成３１年度計画では具体的な活動目標
（高校訪問数、エリア、SNS登録者数等）を
設定いただきたい。

23

福知山市が設置する将来構想に関する委
員会に参画するとともに、学内にチーム
を設け検討する。 3 3 3 3 3 3 3.0

（Ａ委員）
市民にとって大きな関心事であり、大学とし
て将来構想に強力に参画していただきた
い。

24
課外活動、奨学金等経済支援、生活環
境、学籍、健康管理等に関する相談、支
援を行う。

3 3 3 3 3 3 3.0
25
学生の諸活動の意欲向上、活性化のた
め、学生表彰を適切に行う。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

26

懲戒事案発生の予防に努めるとともに、事
案発生の場合には、学生の更生を支援す
る。

3 3 3 2 3 3 3 2.8

（Ｂ委員）
懲戒事案発生の予防に努めるという点で
は、学生の規範意識の向上を目的とした具
体的な取り組みや、処分量定の基準の公
開や、懲戒処分の公開基準など、予防に対
する取り組みの報告がない。仮に取り組み
がないのであれば、十分ではなく、評価２が
相当と考える。
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評価結果
（案）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
平均値
（参考）

評価のポイント、委員会確認事項
（評価できる項目、課題となる項目）

番号 年度計画
法人

自己評価

評価委員会委員評価
備考

27

福知山消防署の協力を得て消防訓練を実
施する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

28

学生に対し、事件・事故や不審者情報、
台風等の気象・災害情報を適時メールで
配信する。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

（Ｄ委員）
台風や豪雨などの大規模災害に対応する
ための施策について、平成３１年度計画で
は具体的な記載があれば望ましい。
例）安否確認システム構築の検討など

29

退学予防システムを適切に運用し、クラ
ス担任と学生委員会、担当職員が情報共
有を行い、早期の相談・指導に努める。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

30
臨床心理士によるカウンセリングを実施
する（月２回程度）。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

31

食堂の運営について、メニュー変更、価
格改定などを検討し、その改善に取り組
む。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

32

キャリアサポート委員会を中心として就
職活動支援に取り組む。

3 3 3 3 3 4 3 3.2

（Ｃ委員）
この項目は実績を読む限り積極的な取り組
みを行っているように思えるが、年度計画
に受講者数などを中心とする数値目標を盛
り込むようにしてはどうか。
（Ｄ委員）
旧大学（成美大学）学生に対する就職支援
の結果として、１００％の内定を達成できた
ことは特筆すべきことであるため、４の評価
とした。

33

就職支援にかかるポートフォリオシステ
ムの電子化を検討する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

34

学生ニーズをもとに、公務員試験対策講
座等の課外講座を開講するとともに、そ
のあり方について検証を行う。

行政職等に就いた本学卒業者による就職
講話を実施する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

35

簿記、宅地建物取引士、旅行業務取扱管
理者、ファイナンシャルプランナー等の
資格取得及び就職活動を支援する。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

（Ａ委員）
就職活動において、資格は自分をアピール
する大きな武器になると言われている。就
活生のレベルアップのため、情報提供をよ
り強く進めていただきたい。

36

国際交流センターを発足させ、国際交流
の業務を行う。また海外の大学との提携
や協定を結ぶための準備を進める。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

評定平均値 3.0 3.0
0 0
1 1
34 34
1 1
0 0

37

「福知山公立大学研究活性化助成金」
（学長裁量経費）を活用して、北近畿の
地域課題の解決に資する研究を助成し、
学内外の研究者・協力者等の連携を深め
るとともに、研究成果をまとめる。

4 4 4 4 3 4 3.8

（Ｃ委員）
実施状況を読む限り年度計画の内容を着
実に実行した程度に思える。
（Ｄ委員）
自己評価を４（年度計画を上回って実施し
ている）とした具体的な根拠が明示されるこ
とが望ましい。

38

京都工芸繊維大学との包括協定に基づ
き、地域研究やマチづくりでの共同研究
と事業展開の方策を検討する。

4 4 4 4 3 4 4 3.8

（Ｃ委員）
設計の委託は29年度であったのか？29年
度であるなら4の評価も評価もあるかもしれ
ないが、30年度であったとするなら3の評価
が妥当。
（Ｄ委員）
自己評価を４（年度計画を上回って実施し
ている）とした具体的な根拠が明示されるこ
とが望ましい。

39

前年度に引き続き、地域課題を対象とし
た研究及び情報分析を行うとともに、関
連機関との連携をさらに深めながら共同
研究を推進する。

3 3 3 3 3 3 3.0

第４　教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置
　２　研究の質の向上に関する目標を達成するための措置

評価５
評価４
評価３
評価２
評価１
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評価結果
（案）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
平均値
（参考）

評価のポイント、委員会確認事項
（評価できる項目、課題となる項目）

番号 年度計画
法人

自己評価

評価委員会委員評価
備考

40

5市2町を中心とした北近畿地域の統計資
料等を継続して収集する。更新又は新し
く公表された資料は追加する。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

41

電子データとして公開できる資料に関し
ては、公開や検索が容易になるようなシ
ステムの導入を検討する。

3 3 3 4 3 3 3 3.2

（Ｂ委員）
　公開や検索が容易になったという報告は
ないが、電子データを公開するためのシス
テムを検討した上で導入できたとあるので、
検索が容易になったと判断できる。
　導入の検討に止まらず、導入まで達成し
たのであれば計画を超えており、評価４に
相当するのではと考える。

42

RESASなど公開されている外部データ
ベースの活用を検討する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

43

北近畿地域連携会議を組織し、その事務
局を北近畿地域連携センターに置く。

4 4 4 4 4 4 4 4.0 （Ｃ委員）
年度計画の内容が軽すぎる。

44

地域の防災と危機管理に関する研究体制
のあり方について、財源も含めて検討す
る。 3 3 3 2 3 2.7

（Ｂ委員）
　研究体制のあり方については検討ができ
なかったとあるので、評価３は適当ではな
い。評価２が相当と考える。

45

科学研究費補助金ほか各種補助金、助成
金の情報収集を図り、全学として外部資
金の獲得に取り組む。 2 2 2 2 2 2 2 2.0

（Ａ委員）
外部資金（科学研究費助成事業）獲得は外
部要素もあり大変な局面もあるが、是非継
続して申請応募等を進めていただきたい。

46

京都府北部地域連携都市圏をはじめとし
た近隣自治体等との関係を構築し、委託
事業・共同事業の獲得を推進する。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

（Ｃ委員）
今後の年度計画においては獲得目標など
の数値目標が必要。

47

学内研究費を均等に配分したうえで重点
的な配分も行う。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

3.2 3.2
0 0
3 3
7 7
1 1
0 0

48

多世代対象の公開講座（15回程度）、専
門家・研究者を対象にしたセミナーや研
究会（６回程度）、市民が講師となるゼ
ミ（５回程度）、中学生から大学生及び
社会人を対象としたキャリア講座（３回
程度）を開催する。

3 3 3 3 4 3 3.3
（Ｃ委員）
年度計画の数値目標に比して大きく実績を
重ねており、評価は4にしても良いのではな
いか。

49

学校法人関西文理学園と連携し、高齢者
を対象とした京都高齢者大学校「北部分
校」を開設する。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

50

地域の団体等による大学施設の利用を図
る。

3 3 3 3 3 3 3 3.0
（Ｃ委員）
諸団体、個人の利用などの数値目標を設
定するのも良いのではないか？

51

北近畿地域連携センター及び市民学習・
キャリア支援センターが窓口となり、教育情
報や教員情報の紹介、地域への講師派
遣、公開講座開催等を行い、研究成果の
有効活用を積極的に図る。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

52

新たに改修、移転した北近畿地域連携セ
ンターを窓口とし、全学的かつ組織的な
地域連携・協働体制を構築する。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

53

北近畿地域連携会議での協議等をもと
に、様々な機関や団体が有する知的資
源、人的資源等の活用のあり方を具体的
に検討する。

4 4 4 4 4 4 4 4.0
（Ｃ委員）
今年度は良いとしても、次年度以降の年度
計画の設定を、もう少し具体的に書くべき。

54
北近畿地域の人材を招聘した講義を行う
など、北近畿地域の人的資源を積極的に
活用する。

3 3 3 3 3 3 3.0

第４　教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための措置
　３　地域協働（地域貢献）の質の向上に関する目標を達成するための措置

評定平均値

評価５
評価４
評価３
評価２
評価１

4



評価結果
（案）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
平均値
（参考）

評価のポイント、委員会確認事項
（評価できる項目、課題となる項目）

番号 年度計画
法人

自己評価

評価委員会委員評価
備考

55

北近畿地域のシンクタンクの役割を果た
せるよう、全学的な取組体制を強化し、
体制を構築する。 4 4 4 4 4 4 4.0

（Ｃ委員）
次年度以降の年度計画はもう少し詳しく書く
べき。

56

「まちかどキャンパス」の設置及び授業や市
民講座等で活用について検討する。

3 3 3 3 4 3 3 3.2
（Ｃ委員）
次年度以降、年度計画をさらに具体的に記
述するべきであるが、本年度の中では、具
体的、かつ積極的な展開を図ったと評価で
きる。

57

新たに改修、移転した北近畿地域連携セ
ンターを窓口とし、全学的かつ組織的な
地域連携・協働体制を構築する。 3 3 3 3 3 3 3.0

58

北近畿地域の行政機関、企業、地域団体
や医療機関等と連携し、それぞれの政策
的課題に関する研究を実施して、地域の
課題解決への取り組みを推進する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

59

北近畿地域の高校等と連携した教育研究
を検討する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

60

（再掲55）
北近畿地域のシンクタンクの役割を果た
せるよう、全学的な取組体制を検討し、
体制を構築する。

4 4 4 4 4 4 4 4.0

61

北近畿地域の行政機関、企業、金融機
関、医療機関等と連携を図り、学生の
キャリア形成に資する地域協働型実践教
育に取り組み、就職先の確保に繋げる。

3 3 3 3 3 3 3.0

62

北近畿地域を中心にインターンシップ等
の受入先の拡充・開拓を図る。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

63

地元企業等の学内説明会を開催する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

3.2 3.2
0 0
3 3
13 13
0 0
0 0

64

理事長（学長）の迅速な意思決定を補佐
するため、運営会議を毎週開催する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

65

教授会、各種委員会、各種センターが緊
密な連携のもと大学運営に取り組む。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

66

全学協議会を開催する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0
（Ｃ委員）
全学協議会の目的と役割がよくわからな
い。実情は研修会か？

67

2年目を迎え、課題の整理と解決に取り
組む。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

68

法人経営・大学運営の重要な課題につい
て、的確かつ機動的にプロジェクトチー
ムやタスクフォースを立ち上げて対応す
る。

3 3 3 3 3 3 3.0

69

福知山市議会、公立大学法人福知山公立
大学評価委員会、高校等と意見交換を行
う。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

70

アドバイザリー・コミッティを開催し、
外部有識者の意見を取り込む。

3 3 3 3 4 3 3 3.2

第５　業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置

評定平均値
評価５
評価４
評価３
評価２
評価１

5



評価結果
（案）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
平均値
（参考）

評価のポイント、委員会確認事項
（評価できる項目、課題となる項目）

番号 年度計画
法人

自己評価

評価委員会委員評価
備考

71

北近畿地域連携会議を定期的に開催し、
大学と地域の連携のあり方について意見
交換をする。 4 4 4 4 4 4 4.0

（Ｃ委員）
次年度以降の年度計画の書き方をさらに具
体的に書くことが必要。

72

広く市民、各種団体等との交流を図る。

4 4 4 4 4 4 4.0

（Ａ委員）
本学の活動報告会また定例協議会の継続
的な開催をお願いする。
（Ｃ委員）
次年度以降の年度計画の書き方を工夫す
る必要がある。年度計画を簡単に書いて、
実績で色々書けば、大きな実績を残したよ
うに見える。市民との交流とあるが、研究プ
ロジェクト成果発表会、活動報告会などに
は、どのくらいの市民が集まったか？
（Ｄ委員）
年度計画策定が漠然としたものになってい
るため、平成３１年度年度計画では、計画と
実績との関係について正しく評価できるよう
な目標設定をしてほしい。

73

様々な機会において、外部意見の取り込
みに努める。

4 4 4 4 4 4 4.0

（Ａ委員）
本学の活動報告会また定例協議会の継続
的な開催をお願いする。
（Ｃ委員）
年度計画をもう少し具体的に書いてほし
い。
（Ｄ委員）
年度計画策定が漠然としたものになってい
るため、平成３１年度年度計画では、計画と
実績との関係について正しく評価できるよう
な目標設定をしてほしい。

74

理事会、経営審議会、教育研究審議会に
おける外部理事、外部委員、監事の意見
等を法人経営、大学運営に反映する。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

75

（再掲12）
ファカルティ・ディベロップメント　（FD）委員
会を定期的に開催する（月１〜２回程度）。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

76

（再掲13）
アクティブラーニングやPBL、ルーブリック
評価などについての研修会、勉強会を実
施する。（年３回程度）

3 3 3 3 4 3 3 3.2
（Ｃ委員）
各研修への参加人数が欲しい。計画では
年3回程度の開催としているが、8回の研修
を実施しているのは評価できる。

77

（再掲14）
授業評価アンケート及びそれに対する教員
側からのフィードバックを活用し、授業内
容・方法等の改善、向上を図る。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

78

（再掲15）
学生から評価の高い授業について、オー
プンキャンパス等において担当教員によ
る模擬授業を実施し、学外者からの意見
を取り込む。

学生から評価の高い授業について、教職
員による授業参観を行う。

2 2 2 2 2 2 2 2.0

（Ｃ委員）
学生の授業評価は、15回の授業を通しての
評価であるため、1回の授業（しかも通常の
授業よりも短い模擬授業）で、その授業の
本当に良いところは、何となく雰囲気はわ
かっても、その授業の作り込みの仕方まで
はわからない。
むしろ、全学のFD研究会などで、授業の工
夫内容等の話を聞く方が効果があると思
う。

79

スタッフ・ディベロップメント（SD）研
修会等を定期的に開催し、教職員の資質
向上に取り組む。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

80

事務職員向けの研修会、勉強会を計画的
に行う。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

81
人事評価制度について、事務職員は試行
し、教育職員については検討する。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

82

教育・研究や地域貢献の実績やイベント
情報をメディアに情報提供するととも
に、ホームページやSNSで公開する。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

（Ｃ委員）
情報発信の実績は詳しく述べられており、
よくわかるが、加えて、新聞やテレビ、ラジ
オ等々においてどれだけ取り上げられたか
の実績があると、実績評価しやすい。

6



評価結果
（案）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
平均値
（参考）

評価のポイント、委員会確認事項
（評価できる項目、課題となる項目）

番号 年度計画
法人

自己評価

評価委員会委員評価
備考

83

公開講座等やオープンキャンパス等のイ
ベントにおいてアンケートを実施し、市
民ニーズの把握に努める。

4 4 4 3 3 4 4 3.6

（Ｂ委員）
　H28年度の年間計画では具体的なイベン
ト名をあげられてなかったが、H29年度は公
開講座とオープンキャンパスをあげて市民
ニーズの把握に努めるとしておられる。した
がって、それらは重点計画なのだろうと認
識したが、それらのアンケート実施の記述
がない。
　市民ニーズの把握という中期目標からす
ると、高い評価が相当すると思う。しかし、
83番の年度計画に対する評価という点で
は、仮に未実施であれば、事情も分からな
いので高評価は難しいかと考える。
（Ｃ委員）
福知山市民へのニーズ把握が弱い。また、
講演会などのアンケートは、ニーズ把握で
はなく、講演の満足度を測るもので、別途、
ニーズの把握を行う必要がある。
また、プロジェクトの成果発表会で、具体的
に市民のどのようなニーズを把握しようとし
ているかがわからない。
非常に重要と考えられる企業のニーズなど
が把握されていない。

84

（再掲74）
理事会、経営審議会、教育研究審議会に
おいて、外部理事、外部委員、監事の意
見等を法人経営、大学運営に反映する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

85

市民向け報告会を開催する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

86

ステークホルダーからの情報収集、整
理、共有を図る。とりわけ高校教員から
進路や受験の情報を積極的に収集する。 3 3 3 3 3 3 3.0

87

（再掲81）
人事評価制度について、事務職員は試行
し、教育職員については検討する。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

88

執行状況を毎月把握し、適切な予算執行
をする。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

89

適切な発注を行う。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

90

経費支出及び研究費支出のガイドライン
を周知するとともに適正に運用する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

91

公益財団法人大学基準協会による、平成
29年度の認証評価を受審する。

4 4 4 4 4 3 4 3.8

（Ａ委員）
「適合」の認定を受けたことは、スタートに
立ったと思われる事項であり、より高みを目
指し努力いただきたい。
（Ｄ委員）
「不適合」の内容と、どのような取組により
「適合」の評価が得られたのかについて、具
体的な記載がない状況で評価４は付与でき
ない。

92

運営会議、教授会等を通じて、大学運営の
維持・向上を図る。

3 3 3 3 3 3 3.0

93

前学期終了後に学生数の増加の影響を検
証し、課題について対応を図る。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

（Ａ委員）
適正な人員（教員・職員を含む）の配置は、
創生期の大学にとって（新学部の構想もあ
り）、大きな課題であると考える。平成30年5
月1日時点において、前年同月比で教員が
2名減となっているため、早急な採用と配置
に今後を見据え努力をいただきたい。

94

効率的な運営を図るため、多様で柔軟な
契約形態を検討する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

3.1 3.1
0 0
5 5

評定平均値
評価５
評価４
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評価結果
（案）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
平均値
（参考）

評価のポイント、委員会確認事項
（評価できる項目、課題となる項目）

番号 年度計画
法人

自己評価

評価委員会委員評価
備考

25 25
1 1
0 0

95

施設・設備が学生数の増加に対応できて
いるかを検証する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

96

（再掲23）
福知山市が設置する将来構想に関する委
員会に参画するとともに学内にチームを
設け検討する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

97

（再掲88）
執行状況を毎月把握し、適切な予算執行
をする。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

98

（再掲89）
適切な発注を行う。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

99

（再掲90）
経費支出及び研究費支出のガイドラインを
周知するとともに適正に運用する。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

100

（再掲81）
人事評価制度について、事務職員は試行
し、教育職員については検討する。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

101

地域に根ざした公立大学として、福知山
市及び隣接地域の高校並びに前年度志願
者があった北近畿地域の高校に対して年
３回の訪問を目途とし、志願者増に努め
る。

3 3 3 2 3 3 2 2.6

（Ｂ委員）
　年度計画において「志願者増に努める」を
設定し、その具体的な手立てとして、ｱ「福
知山市及び隣接地域の高校」と　ｲ「前年度
志願者があった北近畿地域の高校」に対し
て年３回の訪問を目指すと計画されてい
る。それならば、ｱとｲの２つに対して実績を
確認し、その達成度合いを中心に付随する
ことを加えて自己評価すべきと考える。
　その観点からすると、評価３は適当ではな
い。
（Ｅ委員）
地域に根ざした公立大学として、福知山市
及び隣接地域の高校からの志願者を増や
すための努力とより一層の熱意を期待し
「2」とさせて頂きます。

102

オープンキャンパスを開催し、大学の特
色をわかりやすく来場者に伝える。受験
生に限らず参加できる内容を企画し実施
する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

103

志願者データを分析し、次年度の学生募
集活動に反映する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

104

（再掲21）
新入生アンケートを実施し、その結果を
学生募集活動、広報活動に生かす。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

105

各種受験媒体、ホームページを効果的に
活用した広報活動を行う。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

106
高校と連携し、出張講義（10回程度）を
実施する。 3 3 3 3 3 3 3.0

107

地域活性化コンテスト「田舎力甲子園」
を実施する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

（Ａ委員）
「田舎力甲子園」を継続されることに大変感
心を持っている。各メディアが取り上げるこ
とで、当大学を全国にアピールし、情報を発
信することが出来ると思う。継続的な開催を
希望する。
（Ｃ委員）
国や府の支援を受け、全国的な開催をした
のは評価できる。なぜ4評価でなかったの
か？

108

他の国公立大学の動向を把握し、必要に
応じて変更を検討する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

第６　財務内容の改善に関する目標を達成するための措置

評価３
評価２
評価１

8



評価結果
（案）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
平均値
（参考）

評価のポイント、委員会確認事項
（評価できる項目、課題となる項目）

番号 年度計画
法人

自己評価

評価委員会委員評価
備考

109

適切な料金等を設定し、学外者による施
設利用を図る。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

110

国、地方公共団体等の外部資金の獲得を
推進するための制度設計を行う。

2 2 2 2 2 2 2 2.0
（Ａ委員）
外部資金（科学研究費助成事業）獲得は外
部要素もあり大変な局面もあるが、是非継
続して申請応募等を進めていただきたい。

111

（再掲45）
科学研究費補助金ほか各種補助金、助成
金の情報収集を図り、全学として外部資
金の獲得に取り組む。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

112

様々な外部資金に関する情報を定期的に
収集、整理し、教員に提供する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

113

科学研究費補助金の審査員経験者による
説明会を実施する。 2 2 2 2 2 2 3 2.2

114

教員組織や事務組織、施設、設備等学生
数の増加に対応できているか検証する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

（Ａ委員）
適正な人員（教員・職員を含む）の配置は、
創生期の大学にとって（新学部の構想もあ
り）、大きな課題であると考える。平成30年5
月1日時点において、前年同月比で教員が
2名減となっているため、早急な採用と配置
に今後を見据え努力をいただきたい。

115

（再掲88）
執行状況を毎月把握し、適切な予算執行
をする。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

116

（再掲89）
適切な発注を行う。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

117

（再掲90）
経費支出及び研究費支出のガイドラインを
周知するとともに適正に運用する。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

118

執行状況を把握するとともに発注実績を
共有し、コスト低減を図る。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

2.9 2.9
0 0
0 0
22 22
2 2
0 0

119

年度計画により計画的に業務運営を行
う。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

120

平成２８年度の業務実績を年度計画に定
めた項目ごとに明らかにし、公立大学法
人福知山公立大学評価委員会の評価を受
ける。

3 3 3 3 3 3 2 2.8

（Ｅ委員）
毎年度、多くの計画実施がされており、敬
意を表するところである。その一方で、年度
計画は、中期目標を達成するための中期
計画の経過途中の１年であり、計画実施が
いかに中期計画の実施に繋がり、中期目標
達成に向けてどう関わっているかという点を
意識して実施状況を記載頂けたら、実施さ
れている内容が理解しやすくなると考える。
来年度以降の実績評価調書の記載方法を
検討頂きたい。

121

平成28年度の業務実績について、公立大
学法人福知山公立大学評価委員会の評価
を受け、評価結果を踏まえて業務運営や
教育研究活動等の向上を図る。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

第７　自己点検・評価及び情報公開に関する目標を達成するための措置

評定平均値
評価５
評価４
評価３
評価２
評価１

9



評価結果
（案）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
平均値
（参考）

評価のポイント、委員会確認事項
（評価できる項目、課題となる項目）

番号 年度計画
法人

自己評価

評価委員会委員評価
備考

122

（再掲16）
公益財団法人大学基準協会による認証評
価を受審する。

4 4 4 4 4 3 4 3.8

（Ａ委員）
「適合」の認定を受けたことは、スタートに
立ったと思われる事項であり、より高みを目
指し努力いただきたい。
（Ｄ委員）
「不適合」の内容と、どのような取組により
「適合」の評価が得られたのかについて、具
体的な記載がない状況で評価４は付与でき
ない。

123

平成２８年度に行った自己点検・評価の
結果を踏まえ、運営会議、教授会等を通
じて、教育研究水準の向上を図る。 3 3 3 3 3 3 3.0

124
内部質保証システムを適切に運用する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

125

年度計画、事業報告書、財務諸表、自己
点検による評価結果については作成後、
認証評価機関による評価結果は受領後、
遅滞なくホームページ等を通じて公表す
る。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

126

法令で公表義務がある事項に限らず、大
学の活動状況をホームページ等を通じて
積極的に公表する。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

127

大学の基本理念、特色等の周知を図る。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

128

広報委員会、入試委員会、教務委員会及
び北近畿地域連携センターでそれぞれで
得られる情報を共有し、計画的な広報活
動に努める。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

129

調査やデータ分析等を活用するとともに
目的及び効果を考慮し、計画的に広報活
動に努める。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

130

マスメディア等との連絡体制を確立する
とともに、情報提供及びホームページ等
を通じた時機を逸しない広報活動に努め
る。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

（Ｃ委員）
プレスリリースを行った結果、実際の掲載に
至ったのが何件あるかがわかると評価しや
すい。

3.1 3.1
0 0
1 1
11 11
0 0
0 0

131
内部監査を実施し、業務執行の適正化と
効率化を図る。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

132
教職員、学生に対してハラスメント防止
に関する研修を実施する。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

133
研究不正防止に関する研修を実施する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0
134

研究倫理に関する研修を実施する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0
135

学生、教職員に対して公益通報制度の周
知を図る。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

136
資産の把握を適切に行う。

3 3 3 3 3 3 3 3.0
137

資産台帳をもとに効率的かつ確実な運
用、管理を行う。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

138

メデｨアセンターの改修を行う。

3 3 3 3 4 3 3 3.2
（Ｃ委員）
年度計画では改修を行う旨のみが記されて
いるが、市民や企業も利用できる配慮がさ
れており、評価できる。

139
駐輪場の整備を行う。

3 3 3 3 3 3 3.0
140

防災避難訓練を実施する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

第８　その他業務運営に関する重要目標を達成するための措置

評定平均値
評価５
評価４
評価３
評価２
評価１
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評価結果
（案）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
平均値
（参考）

評価のポイント、委員会確認事項
（評価できる項目、課題となる項目）

番号 年度計画
法人

自己評価

評価委員会委員評価
備考

141
地域防災との連携を検討する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0
142

AED研修を実施する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0
143

監視カメラの導入及び夜間利用のための
街灯を設置することにより、学内のセ
キュリティ環境を整備する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0
144

健康診断、ストレスチェック、職場巡回
（月４回程度）を実施し、必要に応じて
改善する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0
145

教職員の時間外勤務状況を把握し、状況
により改善を促す。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

146
セキュリティポリシーの運用を徹底す
る。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

147
セキュリティポリシーに準じた情報シス
テム運用規則を整備し、情報システムの
円滑かつ安全な運用を図る。

3 3 3 3 3 3 3 3.0
148

情報セキュリティに関する研修を行う。

3 3 3 3 3 3 3 3.0
149

学内ネットワーク環境のセキュリティ強
化を図る。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

150
クールビズを実施し、省エネルギーに取
り組む。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

151
会議等でプロジェクターを活用し、ペー
パーレス化を推進する。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

152
不要な照明及び冷暖房は使用しないよう
ルールを定める。 3 3 3 3 3 3 3.0

評定平均値 3.0 3.0
0 0
0 0
22 22
0 0
0 0

153

　地方創生拠点整備交付金により、メ
デｨアセンターの改修を行う。これに併
せ、備品等も購入し、利用環境の充実、
機能強化を図る。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

154
（再掲139）
駐輪場の整備を行う。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

155

（再掲143）
監視カメラの導入及び夜間利用のための
街灯を設置することにより、学内のセ
キュリティ環境を整備する。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

156
１号館、２号館の現状稼働していない施
設等についての活用及び改修の検討を行
う。

3 3 3 3 3 3.0
157

施設及び設備について点検を行い、点検
結果を踏まえた適切な維持管理に努め
る。

3 3 3 3 3 3 3 3.0

158

（再掲81）
人事評価制度については、事務職員は試
行し、教育職員については検討する。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

159
長期の採用計画は、将来構想を検討する
中で策定する。 3 3 3 3 3 3 3 3.0

3.0 3.0
0 0
0 0
7 7
0 0
0 0

第１４　福知山市の規則で定める業務運営に関する事項

評定平均値
評価５
評価４
評価３
評価２
評価１

評価５
評価４
評価３
評価２
評価１

11


